
過去の研究実績 現在ࠊ注力し࡚いࡿ研究 今ᚋ取ࡾ組ん࡛いき
たい研究

1. 自動ࢻࢵࣜࣈイࣁ
車用ࢫイࢵチࣜࢻ
タ࣮ࣔࢫタンࢡࣛ
の高効率化ࠊ高出
力化ࠊ高ࢡࣝࢺ化

2. 磁気浮ୖベアࣜン
タの研࣮ࣔࢫࣞࢢ
究開発

3. 超高速࣮ࣔタࢻࠊ
ࣛイࣈ

4. ࣮ࣔタの磁界解析ࠊ
効率の向ୖ

1. 簡単な磁気浮ୖベアࣜン࣮ࣔࢫࣞࢢタ
2. 世界最大出力のベアࣜン࣮ࣔࢫࣞࢢタ

3. ࢫタンࢡࣛࣜࢻチࢵイࢫ自動車用ࢻࢵࣜࣈイࣁ
࣮ࣔタの㦁音の低減

4. ࢫタンࢡࣛࣜࢻチࢵイࢫ自動車用ࢻࢵࣜࣈイࣁ
発電機

1. ベアࣜンࢫࣞࢢ
࣮ࣔタの簡単化ࠋ

2. 次世代自動車用
࣮ࣔタࠊ発電機

3. ࣮ࣔタの高効率化

③ http://www.chiba.ee.titech.ac.jp/

騒音を低減する原理म三相
भ和がইছッॺ

電磁界解析等を行いモー
タを設計を一緒に行う
SRモータ設計উটグছ
ムؚベアজングঞスモー
タभ設計を行うউটグছ
ムも用意しथいます؛数
週間द一緒に設計しؚ試
作ؚテスॺまदサポーॺ
します؛効率96%भ
60kWハイঈজッॻ自動
車用モータも研究開発し
ました؛

代表的研究例

電気工学

パワーওカॺটニॡス、
ॻছイブエঞॡॺটニॡ
ス、電気機器

ベアজンॢঞスঔータ、磁気浮上、次世
代自動車用ঔータ、高効率ঔータ、誘導
機、永久磁石ঔータ、SRঔータ

電気電子系 教授 千葉 明
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低コスॺシングঝॻছイঈ
ベアজングঞスモータ

ハイঈজッॻ自動車
用60kWモータ




